2014年11月17日
「メモっちゃお　取扱説明書」
概要

簡単に使え、多彩な入力ができ、検索も楽な高機能メモ帳です。

簡単に使える

・セットアップはダウンロードファイルを解凍し、実行ファイル(MemoChao.exe)をダブルクリック

するだけでデスクトップにアイコンが自動作成されます。
・削除は、これらの解凍ファイルを削除するだけでパソコン（レジストリ）を汚しません。
・書込んだメモは自動保存されますので、保存などの操作が不要です。
・編集直後の編集は「元に戻す」で、やり直しができます。
・メモが増えても、分類タブで整理できます。

多彩な編集
・テキストのサイズ、色の変更は勿論、画像挿入、ハイパーリンクが可能

・ワードからの貼り付けがある程度可能

・メモ内で選択範囲をドラッグ＆ドロップ

・前回の編集場所にカーソルが自動移動するので、更新が楽

検索／置換
・メモ編集で文字の検索／置換ができます。

メモ検索

・多くのメモでも、メモのタイトル（メモ名）、内容、更新日などで素早く見つけられます。
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

シェアウェア版について（近日公開）
上記の機能がフリーウェア版で、これに次の機能を追加したシェアウェア版を予定しています。
ファイルの入出力

テキストファイル、リッチテキストファイルの入出力を行います

メモ内容からPDFファイルを作成します

添付ファイル

任意の複数ファイルをメモに添付できるようになり、メモ以外の任意なファイルをメモと一緒に保管庫のように保存できます。

高度な検索

・メモにタグが追加され、検索が容易になります

・メモに添付されたファイル名も検索できるようになります
・検索条件にANDだけがAND／ORが使えるようになります

エンコード設定

フリーウェア版ではシフトJISのみですが、これを中国語などに対応できるようにファイル入出力の文字エンコードを切替えられます

セキュリティ
起動パスワード

起動時にパスワード入力が必要になり、他の人の使用を防ぎます。
ファイルの暗号化

メモファイルを直接見られないように、暗号化してファイルを保存します。
バックアップ

メモフォルダとは別なバックアップ用フォルダを設定し、自動でバックアップします。
オプションで２つまでのバージョン管理指定が可能で、直前とその前の変更に戻すことができます。
分類タブのカラーリング
個々の分類タブに好みの色を付けられます

その他、皆様の要望があれば出来る限り取り入れますので、メールでご連絡ください。
インストール
１．ダウンロードした圧縮ファイル（Zipファイル）を適当なフォルダに置き、解凍

通常はファイルエクスプローラからZipファイルをダブルクリックで解凍できます。
（すべて展開からも解凍可能）

置き場所はUSBメモリでも可能ですので、デスクトップPC、ノートPCでUSBメモリから気軽に使えます。
２．実行ファイルMemoChao.exeをダブルクリックします。
デスクトップの左端に下記のアイコンが出ればOKです。
今後はこのアイコンをダブルクリックして、このソフトを起動します。
またWindows8では、このアイコンの右クリック後、「タイトルバーに表示する」でデスクトップ

画面下のタイトルバーにもアイコンが現れ、これをクリックして起動することもできます。
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＜注意＞

下記のエラーで実行できなかった場合は、.NET Framework 3.5以上をセットアップする必要があります。
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下記のURLからダウンロードを行ない、実行を選択して.NET Framework 3.5以上のセットアップ後、改めてソフトの起動をしてください。
http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=22
アップデート

機能追加、バグ修正などで本ツールを更新する場合は、一緒に発行されるアップデート手順に従って

行ってください。

＜手順＞

１．適当な場所にアップデートファイルをダウンロードします

万全を期するためには、現インストール内容を適当な場所にバックアップ（コピー）しておきます。

インストールフォルダが分からなければ、デスクトップ上のアイコン（メモっちゃお）を右クリックしプロパティを開き、ショートカットタブ内のリンク先で場所を見つけることができます。

２．解凍し、アップデート手順をreadme.txtなどを開き、手順を確認します
基本的には、解凍された実行ファイルMemoChao.exeをインストールフォルダに上書きコピーしますが、手順に従ってください。

アンインストール
Windowsに登録情報を入れていないので、別に削除しなくても構いませんが、インストールフォルダごとアプリケーションを削除し、デスクトップアイコン（メモっちゃお）とデータフォルダを削除します。
使い方
概要
最初に起動すると、メモを保存するフォルダを指定する下記のウィンドウが出ます。
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通常はデスクトップでも構いませんが、Cドライブ以外があればそちらの方がベターと思います。

（Cドライブが壊れた時を考慮すると、消失するリスクが少ないため）

ここでは説明上、デスクトップに指定するとします。

上記のままOKを押すと、自動で「メモっちゃおデータ」フォルダが作られます。

他の名前にする場合は「新しいフォルダーの作成」ボタンから行います。

データフォルダが作成されると、下記のメインウィンドウが出てきます。

タイトルバー（ウィンドウ枠の上の青いバー）には、そのデータフォルダが表示されます。


[image: image4.emf]


下記のウィンドウは、ある程度メモを作った後の状態です。

上部にはメモの一覧が表示されます。

ここには分類タブが並び、その中に新たに作った複数のメモがあります。

左からメモ名（タイトル）、分類、日付、ファイルサイズの情報が表示されています。

このリストをシングルクリックすると、下部にそのメモの内容が表示されてきます。

ここでは、表示だけで編集はできません。

メモは編集よりも参照が多いので、敢えて間違って変更してしまわない配慮です。

このリストをダブルクリックすると、別なウィンドウでそのメモが編集できるようになります。
他のメモをダブルクリックしていくと複数のメモが同時に編集できます。
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添付ファイル、タグはシェアウェア版（有料）で使えるようになります。
次からはメモの新規作成を行っていきます。

メモの新規作成
「メモの新規作成」をクリックまたは、メモ一覧の右クリックで「メモの新規作成」をすると下記の新規のメモウィンドウが現れますので、まずはタイトルから入力します。
最初は自動で「新規タイトル」（重複があれば(2)が追加）が書込まれていますので、分類内でユニークな適当な名前に変更してください。
検索タグ（タブではない）は右端の下矢印をクリックすると、全タグの中から選ぶこともできますし、直接入力して任意に設定することもできます。複数のタグを入力する場合は、スペース（半角／全角可）で区切ります。（検索タグはシェアウェアで使えます）
タイトル、タグは後からでも変更可能ですので、適当で構いません。
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この黄色（任意に変更可能）の領域がメモの内容で、この中を編集します。

このウィンドウを閉じるには、[image: image7.png]


や右上のX、ファイルメニューの「閉じる」で行えます。
自動保存なので保存ボタンはありません。また、閉じなくてもメインウィンドウを閉じれば自動で閉じられます。
メモの編集
既存のメモを編集する場合は、メモ一覧の中から目的のメモをダブルクリックします。
下記がその例で、ウィンドウ自身は上記のメモの新規作成と同じ機能を持っています。

タイトル、タグ、内容の変更を行います。

ツールバーには多くの機能が入っており、マウスを近づけるとその名前がポップアップされます。
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大体、ワードのように使えますが、次の点が異なります。

・画像挿入時の画像のサイズ調整は今のバージョンではできません。
当面は予め、画像編集ソフトで縮小しておくなどしてください。
・メモはタイトル（必須）とタグ情報（任意）を付けて管理されます
タイトルは分類内でユニークな名前にする必要があります。

・タグはメインウィンドウの「メモの検索」で使い、複雑な検索に便利です。
　（複数のタグはスペース（半角／全角可）で区切ります）

・再度開くと、メモを閉じた時のカーソル位置に移動してくれます（オプション設定可）

・ハイパーリンク部分はマウスでクリックすると、そのリンク先がIEなどで開かれます。
・メモに任意の複数のファイルを添付できます（シェアウェア版のみ）
シェアウェア版では、任意の複数のファイルをメールに添付するようにメモに添付できます。

この機能は便利で、メモにファイル内容の説明を書いておきファイル保管庫のように使うことができます。
メモ編集領域は外からのドラッグアンドドロップに対応していますので、例えばファイルエクスプローラから画像をドラッグアンドドロップして簡単に画像挿入できます。
メモ一覧

メモ一覧は、オプション設定で表示形式が変えられます。
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基本タブにある「メモ一覧の表示形式」から５種類の中から選択します。

ファイルエクスプローラの表示切替と同様の形式です。
オペレーティングシステム（OS： Windows XP／Vista／7／8など)の違いで表示が微妙に異なります。
大きなアイコン

大きなアイコンとその下にタイトル名が表示され、横方向に並びます。
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小さなアイコン

小さなアイコンとその右横にタイトル名がが表示され、横方向に並びます。
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詳細

小さなアイコンとタイトル、その他の項目すべてが右横に表示され、縦方向に並びます。

この表示がメモの属性も含めて、すべて表示されますので一番、実用的と思います。
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リスト

小さなアイコンとその右横にタイトル名がが表示され、縦方向に並びます。
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タイル

大きなアイコンとその下にタイトル名が表示され、横方向に並びます。
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メモの移動
メモ一覧ではメモを上下にドラッグして、その場所を変えられます。
同じ分類内での順序替え
下記の例は、新規タイトル(2)を上から２番目にドラッグしている途中です。

移動中の移動先は太い横線で表示されます。
[image: image15.emf]


「新規タイトル(2)」が上から２番目に移動しました。
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よく使うメモを上部に移動しておくと、使いやすくなります。
他の分類に移動／コピー

メモを他の分類タブにドラッグアンドドロップ（移動）すると、そのメモの分類を変えられます。

ドラッグアンドドロップの際にコントロールキーを押しながら行うと、そのメモはコピーされます。（同じメモを違う分類にも入れられます。）

カラムソートによる並びの変更

「詳細」表示形式では、カラムヘッダーをクリックするとそのカラムで昇順／降順のソートが行われ、表示順序が変わります。

例えば、更新日をクリックすると（クリック毎に昇順／降順が変わります）古いメモ、新しいメモの表示順番を変えられます。
分類タブ

メモを整理するには分類タブを新規作成し、種類別に分けます。

分類タブの新規作成は、簡単には分類タブの上で右クリックを押し、メニューを出します。

[image: image17.emf]


この中の「分類の新規作成」をクリックし、その名前を入力し新規作成ボタンを押します。
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ここでは、「日記」と入力しましたので、そのタブが右端に作られました。

[image: image19.emf]


日記をクリックすると、次のように空の分類が作成されていることが分かります。
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分類タブの場所は移動することも可能です。

下記は「日記」をクリックしたまま、「分類１」にドラッグして先頭に移動しました。

移動中は、移動先を示す黒い矢印が出ますが残念ながら画面コピーできませんでした。
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検索
メモ内の文字検索はメインウィンドウ、メモの編集のどちらからでも行えます。
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検索は通常検索と定番検索の２つを用意しています。

どちらを使っても検索は同じですが、また将来頻繁に使いたい検索は定番検索を使い、その他は通常検索をように使い分けると、検索文字の再利用が楽になります。

検索文字は履歴として残りますので、右のプルダウンボタンから呼び出せます。

置換
文字の置換はメモの編集ウィンドウ内で可能です。
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検索／置換の開始位置は、メモ内の編集中のカーソル位置からになります。
従って、編集が最終行の末端になっていると、下へ検索（デフォルト）をクリックしても何も見つけられず、「これ以上、下には見つかりません！」のメッセージが出ます。
このメッセージが出たら、メモ内をクリックして検索／置換の開始位置を変えるか、検索方向を変えてください。
検索文字は「メモの検索」と共用化していますので、履歴文字列が再利用できます。
ファイルの挿入、リンク
メモには画像を直接埋め込むことができます。

ファイルエクスプローラからのドラッグアンドドロップ、または「画像の挿入」メニューから行います。

表示サイズは原寸大になりますので、大きなサイズは予め画像編集ツールで縮小しておきます。

テキストファイルでも同様のドラッグアンドドロップで内容が貼り付けられます。

この他にファイルリンクという挿入方法もあり、これはファイルの実体をメモの外に置きファイルの場所をメモ内に挿入するもので、メモのファイル容量は大きく増えません。
但し、ファイルの場所が変わると表示できなくなりますので、常に同じ場所にファイルを残しておかなければなりません。

通常は貼り付けで、特に大きなサイズのファイルはリンクで選択します。
ファイルリンクは、ツールメニューの「ファイルリンクの挿入」から行います。

ファイルリンクの例
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上の例でファイルリンク部分が文字化けしているように見えるのはファイル名が日本語のためです。（現在のバージョンでは変えられません。）
本来なら、正しいファイル名表示がハイパーリンク（下線付き青色表示）表示になるのがベストですが、まだ開発途中ですのでバージョンアップで対応する予定です。

また、ファイルリンクを挿入する場所は下記のように少し制限があり、リンクが正しく貼られない場合がありますので、注意してください。
＜注意＞

正しく挿入できる場所
・改行後のように挿入位置の左と右に文字が何もない場所

・挿入位置の左に文字が入っているが直前の文字がスペース（半角、全角共）の場所

正しく挿入できない場所

・挿入位置の左に文字が入っている場所

・挿入位置の右に文字が入っている場所

右の文字列もリンクに含まれてしまいます。

その他の注意事項

ハイパーリンク、ファイルリンクが最終行にある場合、マウスを最終行より下に持っていってもマウスカーソルは手の形になり、クリックすると近くにあるリンクが実行されてしまいます。

これを防ぐにはリンクが張られた行が最終行にならないようにリンク文字のすぐ後に改行を挿入しておきます。（最終行を改行のみにしておく）
添付ファイル（シェアウェ版のみ）
メールの添付ファイルのようにメモにも添付ファイルが付けられます。
ツールメニューの「ファイルの添付」を選択すると、ファイル選択ウィンドウが出ますので、
ファイル（複数可）を指定します。
添付するとメモの下に窓が空き、添付されたファイル一覧が表示されます。
ドラッグアンドドロップにも対応しており、ファイルエクスプローラでファイルを選択後、
このウィンドウの下端にドロップして添付することもできます。
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表示された添付ファイルは、表示（ダブルクリックでも可）、取出し（ファイルメニューから「名前を付けて保存」、または簡単にファイルエクスプローラにドラッグアンドドロップ）、削除が行えます。
オプション設定
メインウィンドウのオプション設定では、いろんな選択が選べます。
「基本」
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長い行は右端で折り返す

メモの行で長い文章はメモのウィンドウ内で隠れないように自動折返し表示されます。
以前のカーソル位置を再現

再度開いた時に編集していた場所に戻りますので、編集が楽になります。

起動時、最後に開いていたメモを開く

メモっちゃおを再起動した時に、最後に開いていたメモを自動で開きます。
ファイルメニューには「最近、開いたメモ」（後で詳細説明）があり、そこから選択して開くこともできます。
メモの表示形式

現在は詳細リストですが、大きなアイコン表示などに切替えることができます。
（ファイルエクスプローラの表示形式切替と同様な形式です）

インデント
文章の書き始めで左側を空けることをインデント（別名：字下げ）といいます。
これはタブキーやスペースキーで行いますが、便利なように次の設定ができます。
オートインデント

改行キーを押したときに、前の行と同じインデントを自動挿入します。
これが設定されていないと、インデントはされず左端は常に詰められます。
オートインデントにチェックを入れておくのが便利で、これはワードで文章を入力した時の動作と同じになります。
タブをスペースに置換

タブキーでも実際の挿入はスペース文字に置き換えられます。
タブでのインデント桁数

タブの移動文字数を設定します。
「セキュリティ」（シェアウェア版のみ）
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起動パスワードを使用

パスワード設定で予め設定されたパスワードを入力しないと起動できなくなります。

個々のメモには暗号化用のパスワードが設定できます。
更にセキュリティを高めるために、すべてのメモにパスワードがかけられます。
メモっちゃおを起動させずに直接メモファイルにアクセスしてもファイルは暗号化されますので、解読不可能になります。

＜注意＞
暗号化用パスワードを忘れるとメモの内容を全く解読できなくなります。

必ず、控えを取っておいてください。
「定型文挿入」
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３種類の定型文を設定できます。

新規メモ作成時に自動挿入

チェックを入れておくと、新規メモ作成時に先頭に自動挿入されます。
$Date（半角）は挿入時に現時刻に置換わる特殊文字パターンです。
日付の表示形式は下の「挿入日付フォーマット($Date)」ドロップダウンリストから選びます。
定型文(1),(2)
ここで設定した文字列がメモの編集「定型文(1)の挿入」、「定型文(2)の挿入」でカーソル位置に挿入されます。
挿入日付フォーマット

メモの更新「現在時刻の挿入」で今の時間スタンプが挿入されます。
そのフォーマットをここで設定しておきます。
オートインデントに対応していますので、インデントがある行への挿入は自動で同じインデントが挿入されます。

「エンコード」（シェアウェア版のみ）
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日本語（シフトJIS）で使っている時は特に設定する必要はありません。
その他の言語を使う場合はUTF-8を一般的に設定します。

中国語ではGB2312を入力/出力ごとに選択して文字化けを回避します。
設定はファイルの入力（ファイルをメモに取り込む）、ファイルの出力（名前を付けて保存）別に行えます。
カスタマイズ
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メモの背景色

メモの編集領域の背景色を変更します。

分類タブの選択色

分類タブをクリックして選択した時の背景色と文字色を変更します。
メモの検索

AND条件で該当するメモを検索します。

メインウィンドウのメニューで、編集->メモの検索を選択すると、次の検索ウィンドウが出ます。
（フリーウェア版では、添付ファイル名、日付、検索条件の呼出／保存が使えません）
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検索文字に何も入れない項目は、AND条件から外されます。

複数の検索文字はスペース（半角／全角可）で区切ります。（例：リス　犬）

タグは、右の全タグ一覧から選択できます。

上の例は、タイトルが“新規“、タグが“sample”、添付ファイル名に“Ad”を含んだ全分類の中から、検索しています。
タグは分類とは無関係に付けられる第二の分類方法です。

仕事単位、プロジェクト単位、顧客単位などのくくりで複数のタグが付けられます。

そして、このメモ検索で柔軟に集めることができます。

検索結果は下部に合計でランキング表示されます。（合計値が大きいものが先頭に表示）
「絞込み」

表示中の検索結果を検索範囲対象にして、絞込み検索します。
最初に範囲を大きく条件を取って「検索」し、次に条件を絞って再設定し、「絞込み」ボタンで検索します。

すべてのメモを時系列で並ばせるには、全メモがヒットする過去または未来の日付を入れて（例：更新日20000101～、または～更新日30000101）検索します。
検索結果の最後の項目（右端）に日付が入ってきますので、このヘッダーをクリックすると日付でソートされます。クリックするごとに昇順／降順が変わります。

すると、下記のように全メモを時系列で降順または昇順表示できますので、日付を頼りに過去のメモを探すことができます。

＜全メモを時系列で表示＞
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注意

・サブタイトルとは？

メモの内容で左にインデントを入れないで入力した文字列です。

内容項目の検索では、このサブタイトルも含めて検索されます。
タイトルのドロップダウンリストから、サブタイトルを選択して検索できます。

・添付ファイル名の検索（シェアウェア版のみ）
ファイル名単位で文字列のAND／OR検索を行います。
最近、開いたメモ
メモを開くと、その履歴がファイルメニューの“最近、開いたメモ”のサブメニューに残されます。
ここから直接、メモを開くことができます。
サブメニューの表示は、メモの「タイトル名：分類名」になっています。
[image: image33.emf]


「ファイルをメモに取り込む」（シェアウェア版のみ）

リッチテキストファイル（ワードから保存後のファイル）とテキストファイルからメモを新規作成します。（シェアウェア版では、選択範囲のコピー後の貼り付けで可能です）

「名前を付けてメモを保存」（シェアウェア版のみ）

メモをワードに読込ませるためのフォーマット（リッチテキストファイル .rtf）、テキストファイル、PDFファイル（後日のバージョンアップで対応）で外にファイル保存します。
「印刷メニュー」

メモをプリンターに出力するためのページ設定、プレビュー、印刷を行います。
ヘルプ
[image: image34.emf]


ヘルプ

本取扱説明書が開かれます。

最新版のチェック

ホームページを開きます。

ライセンス

シェアウェア版へのアップグレードを行います。

バージョン

現在のバージョン番号を表示します。
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終了
基本は編集中のメモを閉じてから、メインウィンドウを閉じます。
複数のメモを編集中でもメインウィンドウを閉じ、すべて自動で保存して閉じることができます。
その他
経緯

今まで私はメモとしてエディタを使い、記入日付を付けて時系列で管理してきました

標題は左を空けずに記入し、スペースを空けた後に日付を記入

内容は左を空けて（インデント）記入、更に内容が続けば左を空けて記入

例：

XXXサイトへのログイン　20130401　　←標題１
ID：123456　　　　　　　　　　　　←左を空けて内容を記入
PW：password

マイページ内でポイントを確認できる

XX銀行のログイン　20120630　　←標題２
登録ID：12345-98566

PW：password

しかし、記入量が増えてくると検索を使っても手間が大変になってきてしまいました。

また文字情報しか記入できないのも不便なため、いろいろなメモソフトを探してきましたが自分に合うものは見つけられず、本ソフトを開発する動機になりました。
使用例

自由度があり過ぎて、どう使っていくか迷われる方は私が使っている方法をまずお試しください。

最初は、オプションの定型文挿入の「新規メモ作成時に自動挿入」にチェックを入れ、下記の定型文を入れておきます。
----------------------------------------------------------

サブタイトル　$Date

「[image: image36.emf]

メモの新規作成」をクリックします。

すると自動定型文挿入されたメモの編集ウィンドウが出てきますので、タイトル、サブタイトルを書換え、タグ（任意）、内容を追加記入していきます。
タイトル／サブタイトルはメモの実ファイル名を決めるものではなく後から自由に変えられますので、適当に決めて構いません。（但し、タイトル名は分類内でユニークにします。）

編集が終了したら、このウィンドウを閉じます。
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最初は整理が簡単なように１つのメモに１つのサブタイトル（タイトル名と同じ）でメモを増やしていきます。

メモが増えてきて、同じタイトル内に入れる場合はサブタイトル単位で既存メモに追加していきます。

追加する場所はメモの先頭でも最後尾でも構いません。

メモを再度開く時は自動で最後の編集場所に移動します。（オプション設定）
更に増えてきて、分類を分けた方がいいと感じる場合は、分類タブを新規作成し分類名を付け、そちらにメモを新規作成し、中身の整理をメモ間のコピペ（コピー&ペースト）で行います。

メモ内の整理は、サブタイトル単位でコピペして行ってもいいですが、メモ単位で行う場合は、ファイルメニューの「他のメモを後に連結」（シェアウェア版のみ）が便利です。
または予め、備忘録、銀行、住所録、保険、整備記録、日記、友達などの分類タブを作っておき、直接メモを作成、更新していくのもいいでしょう。
データの整理は一元管理が原則です。内容をダブって保存すると更新の間違いが生じます。
１内容を1メモでデータ要素を整理し、分類／タグでこれらを集めて管理するのがいいと思います。

メモ内で複数の情報を分けて記入する場合は、上記の経緯の例のようにサブタイトル部分はインデント無しで記入し、その右に日付を付けるのが、使いやすいと思います。

定型文をテンプレートとして設定しておき、これをまず挿入し修正してサブタイトルとするのもいいと思います。

サブタイトルの下には内容を字下げして（キーボードからタブキー入力）階層表現を付けます。

メモの内容量が増えた場合は、メモを分けたり分類分けをしたりするのがいいですが、結構手間になってしまいます。

「メモの検索」が強力ですので、分類、メモの分類分けは最小限に留めて検索するのが楽です。

既存ファイルからの取り込み
既に保管したいファイルをお持ちなら、ファイルメニューの「ファイルをメモに取り込む」からテキストファイルまたはリッチテキストファイル（ワードからこの形式でファイルを作成）でメモ内容に入れ込みます。（ワードからのコピペでも可能）
超簡単にファイルを整理したいのなら、ファイルの内容をメモに書込み、このメモに添付ファイルで保存すれば簡単です。

作者への連絡先

より使いやすく、便利な機能を開発するにはユーザである皆様の御協力が欠かせません。
使用上の不具合、要望など何でも構いませんので下記のメールにて、お気軽にご連絡ください。

連絡先メール(BitEdgeビットエッジ)：bitedge@yahoo.co.jp
ホームページ：http://www.bitedge2010.com/hp/
ホームページ(2)：http://www.eonet.ne.jp/~bitedge2012
免責
このソフトによる不具合により、ユーザ様にご迷惑をお掛けしても当方は一切責任を負うことはできません。
大切なデータなどは必ずご自身でバックアップされるよう日頃から管理してください。

以上[image: image38.emf]


データフォルダ





ヘッダクリックでソート（昇順／降順）





編集中のメモを示す黄色いアイコン





メモ一覧





添付ファイルがあると、クリップマークが付く





メモ表示エリア


（ここは表示のみ）





添付ファイルがあると下部に窓が開き、表示されます





分類タブ





ダブルクリックで編集ウィンドウが開く





タイトル名





最前面に表示





ツールバー





メモ編集領域





太い横線





移動後





移動元





移動先





新規作成





添付されたファイル





ここにファイルをドロップ





日付フォーマット


を選択できます





自由に編集可能





横はAND/ORを選択





縦はANDのみ





タイトル／サブタイトルの切替え





検索条件の再利用が可能





検索結果





クリックすると、メインウィンドウ内でメモ内容を表示





日付以外の検索条件は入力しない





クリックで日付ソート





クリックで日付ソート





タイトル名：分類名








